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な
か
な
か
実
践
で
き
ず
に
現
在
ま
で
至
っ

て
お
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
伊
賀
東
照
宮

の
ご
祭
神
の
発
揚
と
護
持
運
営
に
宮
司
を

お
支
え
し
て

奉
賛
会
役
員
を
は
じ
め
会

員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が
ら
神

職
の
皆
さ
ん
と
力
を
結
集
し
て
繁
栄
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
祭
神
の
御

神
徳
の
元
、
皆
様
の
健
康
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

2月3日 節分祭

湯立神事に五色神旗 天降る

昨
年
は
、
ご
崇
敬
者
・
ご
参
拝

各
位
に
は
当
宮
に
御
高
配
を
賜
り
、

尚
令
和
の
記
念
事
業
に
は
大
勢
の

皆
様
に
ご
協
賛
の
も
と
、
第
一

期
・
第
二
期
工
事
を
竣
工
出
来
ま

し
た
事
に
、
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
、
大
神
様
の
御
加
護

第
三
劾
工
事

帝
一
朗
・
窮
二
期
の
改
築
工
事
に
は
、
ご
草
笛
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
第
三
細
工
尊
を
計
画
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
一
‥

本
殿
床
工
事
・
神
祭
具
新
劇

神
域
樹
木
伐
採

皆
様
方
の
ご
協
賃
を
癖
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
口

二
千
円
か
ら

付
録
食
風
合

の
も
と
、
ご
健
勝
で
憲
無
く
お
過
し

戴
き
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

家康公生誕の朝
城楼上に雲を呼び風を招く金の龍が現れ

昇天したという伝説が残る

米澤常春様子孫の方の撮影した龍神様

※米澤常春は徳I i懐康に仕えた16神将の〇人

令
和
の
御
代
の
記
念
事
業
完
成
報
告

龍
神
限
定
御
朱
印
授
与

伊
賀
東
照
宮
に
龍
神
様
ご
出
現
=
‥

に
ち
な
み
ま
し
て
令
和
六
年
度
限
定
御
朱
印

三
点
の
授
与
に
は
、
大
勢
の
ご
参
拝
者
皆
様

に
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

尚
、
画
像
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
は
、
深
甚
な
る
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

第
一
期
工
事
概
要

改
築
工
事
・
神
殿
外
壁
板
張
り

社
務
所
授
与
所
会
館
天
井
塗
替

鉄
階
段
塗
替

付
帯
設
備

第
二
期
工
事
概
要

改
築
工
事
・
既
存
の
御
手
洗
を

水
洗
に
改
築
及
び
機
能
型

対
応

令
和
の
記
念
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、
御
崇
敬
者
・
関
係
者
各
位
殿
に

は
多
大
の
御
奉
献
尽
力
を
賜
り
ま
し

て
、
お
陰
様
で
第
一
期
工
事
・
第
二

期
工
事
、
無
事
に
完
成
で
き
ま
し
た

こ
と
偏
に
皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
る

も
の
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

該
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

完
成
し
た
ト
イ
レ
全
景
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